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上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
國
永
裕
子
一
は
じ
め
に
生
涯
に
わ
た
り
理
想
の
女
性
像
を
追
究
し
た
日
本
画
家
上
村
松
園
（
一
八
七
五
│
一
九
四
九
）
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
へ
《
花
ざ
か
り
》
を
出
品
し
た
。
婚
礼
に
題
材
を
得
た
本
作
品
が
銀
牌
三
席
を
受
賞
し
、
若
手
画
家
と
し
て
一
躍
そ
の
名
を
挙
げ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
惜
し
ま
れ
る
こ
と
に
《
花
ざ
か
り
》
は
今
日
所
在
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
上
記
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
当
時
に
撮
影
さ
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
図
版
（
図
１
）
が
、
不
鮮
明
で
は
あ
る
に
せ
よ
本
作
品
を
知
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
松
園
の
画
業
が
成
熟
を
迎
え
る
昭
和
期
に
も
《
花
嫁
》（
昭
和
一
〇
年
・
奈
良
ホ
テ
ル
所
蔵
）
の
よ
う
な
制
作
例
は
挙
げ
ら
れ
る
が
、
婚
礼
あ
る
い
は
花
嫁
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
作
品
は
画
業
の
初
期
に
当
た
る
明
治
期
に
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。《
花
ざ
か
り
》
制
作
の
前
年
で
あ
る
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
へ
の
《
人
生
之
花
》⑴
の
出
品
お
よ
び
三
等
賞
銅
牌
受
賞
も
、
松
園
の
年
譜
に
必
ず
記
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
。
こ
の
出
品
画
《
人
生
之
花
》
も
現
存
が
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
展
覧
会
出
品
当
時
の
新
聞
批
評
記
事
、
あ
る
い
は
作
者
不
明
で
は
あ
る
が
「
人
生
の
花
」
の
題
名
表
記
を
伴
う
簡
略
な
図
版
（
図
２
）
に
よ
っ
て
、《
人
生
之
花
》
も
婚
礼
に
取
材
す
る
一
作
品
で
あ
る
と
の
推
測
が
可
能
と
な
る
。
二
九
興
味
深
い
の
は
「
人
生
の
花
」
の
題
名
を
持
つ
作
品
が
、
上
述
の
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
と
し
て
制
作
さ
れ
た
一
点
限
り
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
人
生
の
花
」
の
題
名
で
知
ら
れ
る
作
品
は
三
点
が
現
存
し
（
図
３
・
図
４
・
図
５
）、
こ
れ
ら
三
点
の
互
い
に
似
通
っ
た
構
図
は
《
花
ざ
か
り
》
を
彷
彿
さ
せ
る
作
品
と
し
て
か
ね
て
名
高
い
。
以
上
か
ら
留
意
す
べ
き
は
、
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
と
、
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
図
様
を
異
に
す
る
と
推
察
さ
れ
る
点
で
あ
る
⑵
。
恐
ら
く
同
じ
題
名
で
伝
世
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
両
者
が
同
図
様
を
有
す
る
こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
従
来
は
考
え
ら
れ
て
き
た
。
通
説
で
は
明
治
三
二
年
と
翌
三
三
年
の
二
度
に
わ
た
り
、
松
園
は
同
一
作
品
で
は
な
い
に
し
ろ
似
通
っ
た
図
様
の
作
品
を
各
々
別
の
展
覧
会
へ
出
品
し
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
実
際
の
出
品
画
は
、
い
ず
れ
も
婚
礼
の
日
の
花
嫁
を
描
く
と
い
う
主
題
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
図
様
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
松
園
は
後
に
出
世
作
と
自
認
す
る
《
花
ざ
か
り
》
に
お
い
て
、
新
た
な
図
様
を
考
案
し
展
覧
会
出
品
に
臨
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
出
品
画
《
人
生
之
花
》
お
よ
び
《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
の
差
異
に
着
目
し
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
制
作
さ
れ
た
過
程
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上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
二
に
迫
る
た
め
の
考
察
を
試
み
る
。
手
順
と
し
て
は
ま
ず
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
を
中
心
と
す
る
先
行
研
究
を
確
認
す
る
。
次
に
出
品
画
《
人
生
之
花
》、《
花
ざ
か
り
》
の
制
作
お
よ
び
各
展
覧
会
へ
の
出
品
の
事
実
を
、
展
覧
会
出
品
当
時
の
資
料
か
ら
裏
付
け
た
上
で
、
両
者
の
図
様
が
異
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
松
園
が
婚
礼
を
主
題
に
複
数
の
図
様
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
先
行
研
究
│
│
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
を
中
心
に
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
出
品
画
《
花
ざ
か
り
》
は
出
世
作
と
さ
れ
、
松
園
の
画
業
上
の
重
要
な
一
作
品
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
日
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
類
似
し
た
構
図
を
有
す
る
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
《
花
ざ
か
り
》
の
面
影
を
宿
す
も
の
と
し
て
言
及
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
複
数
点
が
現
存
す
る
《
人
生
の
花
》
に
対
す
る
具
体
的
か
つ
詳
細
な
作
品
研
究
は
近
年
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
数
々
の
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
従
来
、
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
は
同
じ
題
名
を
有
す
る
た
め
か
、
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
と
混
同
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
名
都
美
術
館
所
蔵
作
品
あ
る
い
は
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
一
点
を
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
そ
の
も
の
と
見
な
す
記
述
⑶
は
過
去
に
少
な
く
な
い
。
一
点
に
限
ら
れ
る
は
ず
の
展
覧
会
出
品
画
に
複
数
の
作
品
が
候
補
に
挙
が
る
矛
盾
し
た
状
況
は
、
出
品
画
を
裏
付
け
る
根
拠
が
明
確
で
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
お
よ
び
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
上
村
松
園
展
」
は
、
長
ら
く
公
開
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
初
期
の
作
品
を
含
む
本
画
八
八
点
、
素
描
三
七
点
を
紹
介
し
、
近
年
で
は
最
も
大
規
模
な
松
園
回
顧
展
と
な
っ
た
。
展
覧
会
に
は
現
存
す
る
三
点
の
《
人
生
の
花
》
が
出
品
さ
れ
た
が
⑷
、
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
と
関
連
付
け
る
記
載
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
三
点
と
も
制
作
年
が
依
然
と
し
て
明
治
三
二
年
の
ま
ま
で
あ
る
点
は
留
意
す
べ
き
か
も
知
れ
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
三
な
い
。
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
い
ず
れ
も
、
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
で
あ
る
根
拠
が
確
認
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
明
治
三
二
年
を
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
制
作
年
に
当
て
る
こ
と
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
作
品
研
究
は
近
年
、
尾
﨑
眞
人
氏
に
よ
り
詳
細
に
進
め
ら
れ
教
示
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
は
人
物
描
写
の
比
較
に
基
づ
き
三
点
の
《
人
生
の
花
》
を
分
類
し
た
上
で
、
現
存
下
絵
と
の
照
合
か
ら
複
数
の
同
構
図
作
品
が
生
ま
れ
た
過
程
が
検
討
さ
れ
る
⑸
。
さ
ら
に
《
人
生
の
花
》
の
図
様
を
も
と
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
宣
伝
広
告
等
の
印
刷
資
料
を
取
り
上
げ
、
松
園
作
品
が
「
普
遍
的
な
親
子
の
情
愛
を
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
に
構
成
し
た
絵
画
」⑹
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
図
様
は
「
新
し
い
時
代
の
大
衆
消
費
文
化
に
応
用
さ
れ
て
い
く
」⑺
事
実
が
提
示
さ
れ
る
点
も
興
味
深
い
。
松
園
自
身
の
意
向
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、《
人
生
の
花
》
の
図
様
は
宣
伝
広
告
に
翻
案
さ
れ
、
世
間
に
流
通
し
た
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
今
日
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
の
図
様
に
つ
い
て
も
、
他
者
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
得
る
事
例
を
本
稿
に
お
い
て
は
紹
介
し
た
い
。
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
画
中
に
は
い
ず
れ
も
同
一
の
朱
文
三
重
方
印
「
 
園
」
が
確
認
で
き
る
。
印
章
の
刻
印
時
期
と
、
作
品
の
通
説
の
制
作
年
で
あ
る
明
治
三
二
年
と
の
時
間
的
な
齟
齬
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
平
野
重
光
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
印
章
は
辛
丑
す
な
わ
ち
明
治
三
四
年
の
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
氏
は
印
章
が
作
品
完
成
か
ら
時
間
を
経
て
押
印
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
後
印
と
解
釈
す
る
⑻
。
同
様
に
明
治
三
二
年
の
制
作
を
前
提
と
し
た
上
で
、
落
款
に
つ
い
て
も
後
か
ら
書
き
込
ま
れ
た
と
す
る
説
が
中
村
麗
子
氏
に
よ
る
落
款
の
精
査
の
結
果
、
導
き
出
さ
れ
て
い
る
⑼
。
落
款
記
入
時
期
と
作
品
制
作
年
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
際
に
は
展
覧
会
出
品
画
が
指
標
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
展
覧
会
出
品
画
で
あ
る
こ
と
を
、
出
品
当
時
に
発
行
さ
れ
た
文
献
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
図
版
を
根
拠
と
し
て
明
確
に
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
は
、
明
治
四
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
出
品
画
《
長
夜
》
が
現
段
階
で
は
最
も
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。《
長
夜
》
以
前
の
作
品
は
、
展
覧
会
出
品
画
と
同
名
作
品
が
現
存
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
作
品
が
出
品
画
で
あ
る
確
証
は
取
れ
ず
、
作
品
の
制
作
時
期
、
落
款
、
印
章
の
記
入
時
期
に
は
慎
重
な
検
討
が
望
ま
れ
よ
う
。
先
行
研
究
に
従
い
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
完
成
当
初
、
画
中
の
落
款
あ
る
い
は
印
章
が
未
記
入
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
現
存
作
品
が
明
治
三
二
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
そ
の
有
力
な
手
が
か
り
と
さ
れ
た
の
が
、
明
治
三
二
年
に
お
け
る
《
人
生
之
花
》
と
題
さ
れ
た
同
名
作
品
の
展
覧
会
出
品
記
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
記
録
上
の
《
人
生
之
花
》
に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
複
数
の
《
人
生
の
花
》
が
明
治
三
二
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
の
は
、
現
状
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。三
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
の
制
作
松
園
は
、
明
治
三
二
年
四
月
一
日
か
ら
五
月
二
〇
日
に
か
け
て
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
「
新
製
品
繪
畫
之
部
」
に
《
人
生
之
花
》
と
題
す
る
作
品
を
確
実
に
出
品
し
て
お
り
⑽
、
三
等
賞
銅
牌
を
受
賞
し
た
⑾
。
展
覧
会
出
品
当
時
の
《
人
生
之
花
》
を
撮
影
し
た
写
真
図
版
は
今
日
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
展
覧
会
開
催
時
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
紙
面
に
は
本
作
品
に
対
す
る
批
評
記
事
が
散
見
さ
れ
、
描
か
れ
た
内
容
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
上
村
松
園
女
史
が
人
生
の
花
は
、
新
婦
、
盛
装
せ
し
む
る
尤
と
も
可
憐
の
圖
た
り
、
全
幅
緻
密
に
し
て
濃
彩
人
の
目
を
惹
く
は
、
新
装
に
苦
心
せ
る
衣
装
着
せ
よ
り
尚
苦
心
の
痕
あ
ら
は
る
、
筆
者
の
主
眼
は
新
婦
の
瞳
子
に
あ
る
が
如
し
佳
き
作
な
り
⑿
「
新
婦
、
盛
装
せ
し
む
る
」
と
の
言
葉
は
晴
着
の
着
付
け
に
身
を
任
せ
る
花
嫁
の
姿
を
想
起
さ
せ
、「
新
装
に
苦
心
せ
る
衣
装
着
せ
」
は
や
や
意
味
が
不
明
瞭
だ
が
、
着
付
け
に
い
そ
し
む
人
物
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
。
次
の
批
評
は
描
か
れ
た
内
容
を
よ
り
詳
細
に
記
す
。
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
五
人
生
の
花
の
圖
上
村
松
園
こ
ハ
館
中
出
色
の
畫
と
す
。
題
し
て
人
生
の
花
と
云
ひ
、
一
の
新
婦
ハ
盛
装
を
凝
ら
し
、
綿
帽
子
を
頂
だ
き
、
娉
 
と
し
て
立
ち
。
其
後
ろ
に
ハ
、
姉
と
も
覺
し
き
夫
人
、
跪
ま
づ
き
て
、
新
婦
の
帯
を
む
す
び
、
傍
ら
に
鏡
臺
を
安
ん
じ
て
、
新
婦
の
清
眸
ハ
顧
り
み
て
鏡
面
の
影
に
注
ぐ
が
如
し
。⒀
ほ
ぼ
身
支
度
を
整
え
た
花
嫁
は
、
傍
ら
に
据
え
た
鏡
台
を
振
り
向
く
よ
う
に
佇
む
。
彼
女
の
背
後
に
は
年
か
さ
の
女
性
が
跪
き
、
花
嫁
の
帯
の
仕
上
げ
に
余
念
が
な
い
。
批
評
記
事
か
ら
推
察
し
得
る
こ
の
よ
う
な
場
面
を
、
簡
略
な
筆
致
な
が
ら
も
視
覚
化
し
た
か
の
よ
う
な
印
刷
図
版
（
図
２
）
が
、《
人
生
之
花
》
の
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
か
ら
数
カ
月
後
に
公
表
さ
れ
て
い
る
⒁
。「
人
生
の
花
上
村
松
園
女
史
筆
」
と
の
み
併
記
さ
れ
る
こ
の
図
版
が
、
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
そ
の
も
の
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
か
確
証
は
な
い
。
だ
が
少
な
く
と
も
明
治
三
二
年
当
時
、
松
園
の
筆
に
な
る
《
人
生
之
花
》
は
こ
の
図
版
が
示
す
よ
う
に
、
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
図
様
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
い
。
現
存
す
る
三
点
の
《
人
生
の
花
》
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
図
様
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
よ
う
。
松
園
は
既
に
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
日
本
美
術
協
会
秋
季
美
術
展
覧
会
出
品
画
《
婦
人
愛
児
図
》⒂
に
お
い
て
、
着
付
け
を
す
る
女
性
の
姿
を
と
ら
え
て
い
る
。
本
作
品
は
現
存
不
明
だ
が
、
同
一
作
品
を
撮
影
し
た
と
考
え
ら
れ
る
写
真
図
版
（
図
６
）
よ
り
、
足
元
で
戯
れ
る
幼
児
に
眼
差
し
を
向
け
つ
つ
自
ら
帯
を
結
ぶ
女
性
像
が
確
認
で
き
る
⒃
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
《
よ
そ
ほ
い
》（
図
７
）
に
は
鏡
台
を
返
り
見
る
立
姿
の
女
性
が
描
か
れ
る
。
手
元
の
し
ぐ
さ
は
異
な
る
が
、
振
り
返
る
姿
形
そ
の
も
の
は
《
婦
人
愛
児
図
》
の
女
性
に
極
め
て
近
い
。
さ
ら
に
《
よ
そ
ほ
い
》
は
、
立
姿
の
女
性
の
背
後
で
図 6 《婦人愛児図》
「臨時増刊 日本美術畫報」
（明治 31年 2月）掲載図版
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
六
膝
を
つ
い
て
帯
を
結
ぶ
や
や
年
配
の
女
性
を
描
き
、
先
に
図
様
の
推
察
を
試
み
た
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
を
ま
さ
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
に
着
付
け
に
取
材
す
る
点
で
《
婦
人
愛
児
図
》、《
よ
そ
ほ
い
》、《
人
生
之
花
》
の
三
作
品
は
関
連
付
け
ら
れ
る
。
な
お
《
よ
そ
ほ
い
》
は
構
図
の
点
で
喜
多
川
歌
麿
に
よ
る
大
判
錦
絵
《
風
俗
美
人
時
計
》
の
う
ち
《
亥
ノ
刻
芸
者
》（
図
８
）
と
の
類
似
が
常
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
⒄
。
女
性
の
身
支
度
、
と
り
わ
け
化
粧
姿
は
浮
世
絵
に
お
い
て
、
時
に
艶
や
か
さ
を
伴
い
つ
つ
し
ば
し
ば
描
か
れ
た
題
材
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
女
性
の
着
付
け
姿
を
描
く
作
例
は
多
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
松
園
と
活
動
時
期
が
一
時
重
な
る
楊
洲
周
延
（
一
八
三
八
│
一
九
一
二
）
の
三
枚
続
の
錦
絵
《
千
代
田
之
大
奥
お
召
か
へ
》
に
も
、
侍
女
が
上
臈
に
打
掛
け
を
着
せ
か
け
る
場
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
図
９
）。
こ
の
女
性
二
人
や
鏡
台
の
位
置
を
左
右
反
転
さ
せ
る
と
、《
よ
そ
ほ
い
》
に
似
通
っ
た
構
図
と
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
す
が
、
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
は
、
展
覧
会
出
品
当
時
の
批
評
記
事
を
有
力
な
根
拠
と
す
れ
ば
、
花
嫁
の
着
付
け
場
面
を
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
現
存
す
る
《
人
生
の
花
》
と
は
図
様
を
異
に
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
喜
多
川
歌
麿
や
楊
洲
周
延
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
の
着
付
け
姿
を
描
い
た
先
行
作
品
を
、
松
園
が
作
画
に
際
し
て
参
考
と
し
得
た
か
は
不
明
だ
が
、《
人
生
之
花
》
を
制
作
し
た
明
治
三
二
年
時
点
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
よ
り
松
園
が
女
性
の
着
付
け
と
い
う
題
材
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
少
な
く
と
も
察
し
が
つ
く
。
こ
こ
で
、
花
嫁
の
着
付
け
が
描
か
れ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
三
点
を
数
え
る
現
存
作
品
が
い
ず
れ
も
《
人
生
の
花
》
の
題
名
で
知
ら
れ
る
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
婚
礼
の
日
を
迎
え
た
花
嫁
を
描
く
点
で
は
、
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
も
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
も
同
趣
向
の
作
品
と
見
な
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
類
似
し
た
構
図
の
作
品
は
《
花
ざ
か
り
》
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
図
様
を
持
つ
作
品
が
同
じ
題
名
で
呼
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
単
に
作
品
の
取
り
違
え
ゆ
え
だ
ろ
う
か
。
松
園
あ
る
い
は
他
者
の
意
図
が
反
映
さ
れ
た
結
果
だ
ろ
う
か
。
以
下
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
七
で
は
後
者
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
四
《
花
ざ
か
り
》
と
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
関
係
《
人
生
之
花
》
の
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
後
、
約
一
年
半
を
経
た
明
治
三
三
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
松
園
の
出
品
画
が
現
存
不
明
の
《
花
ざ
か
り
》
で
あ
る
。
日
本
美
術
院
の
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
図
版
は
不
鮮
明
な
が
ら
も
、
展
覧
会
出
品
当
時
の
《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
を
今
日
に
伝
え
る
確
実
な
資
料
と
言
え
る
。
盛
装
を
万
端
に
整
え
た
花
嫁
は
う
つ
む
き
が
ち
に
、
端
正
な
横
顔
を
見
せ
る
。
先
導
す
る
の
は
花
嫁
の
母
親
で
あ
ろ
う
。
前
方
を
見
据
え
、
背
筋
の
す
ら
り
と
伸
び
た
姿
は
ど
こ
か
頼
も
し
い
。
創
設
か
ら
間
も
な
い
日
本
美
術
院
の
新
進
気
鋭
の
作
家
と
並
び
、
銀
牌
三
席
と
い
う
高
評
価
を
受
け
た
《
花
ざ
か
り
》
が
展
覧
会
出
品
当
時
、
世
間
で
か
な
り
の
評
判
を
得
た
こ
と
は
複
数
の
新
聞
批
評
記
事
が
物
語
っ
て
い
る
⒅
。
（
マ
マ
）
場
中
に
て
最
も
人
の
目
を
惹
く
も
の
と
い
へ
ば
、
先
づ
京
都
の
上
村
松
園
女
史
が
「
花
さ
か
り
」
で
あ
ら
う
か
。（
略
）
永
洗
の
如
き
艶
麗
に
も
あ
ら
ず
し
て
良
く
品
位
を
有
ち
、
月
耕
の
如
く
冩
實
に
依
り
て
も
而
か
も
そ
の
弊
に
陥
ら
ず
嬌
羞
を
含
み
て
徐
々
と
し
て
歩
す
る
様
巧
に
冩
さ
れ
て
、
そ
の
情
溢
れ
て
縑
素
の
外
に
出
る
を
覺
ふ
。
殊
に
感
心
す
べ
き
は
、
赤
き
も
の
は
多
く
用
ゐ
ず
主
と
し
て
墨
色
を
用
ひ
た
處
に
あ
る
の
だ
。
場
中
に
美
人
畫
多
し
と
雖
ど
も
、
こ
の
畫
い
で
ゝ
顔
色
な
し
と
い
ふ
て
も
好
い
。⒆
好
箇
の
繪
畫
に
逢
著
し
得
ざ
り
し
が
中
に
獨
り
異
彩
を
放
つ
て
群
畫
の
顔
色
を
奪
ふ
も
の
上
村
松
園
の
『
花
ざ
か
り
』
な
り
、
嬌
羞
半
臉
、
阿
母
の
背
後
に
跟
い
て
歩
め
る
花
嫁
の
風
丰
筆
致
具
さ
に
備
は
る
⒇
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
「
日
本
美
術
」
掲
載
図
版
の
描
写
内
容
に
一
致
す
る
文
言
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
《
花
ざ
か
り
》
の
概
略
を
と
ら
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
八
え
た
模
写
図
を
掲
載
す
る
紙
面
も
あ
り
21
、
花
嫁
と
母
親
を
描
い
た
図
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
は
十
分
だ
ろ
う
。
《
人
生
の
花
》
の
題
名
で
知
ら
れ
る
三
点
の
現
存
作
品
は
《
花
ざ
か
り
》
と
同
じ
く
、
花
嫁
と
母
親
が
連
れ
立
っ
て
歩
む
様
を
描
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。《
花
ざ
か
り
》
の
人
物
が
、
近
接
し
た
視
点
か
ら
画
面
に
よ
り
大
き
く
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
差
異
は
あ
る
に
せ
よ
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
は
い
ず
れ
も
、
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
で
は
な
く
、《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
を
踏
襲
し
て
い
る
と
見
な
し
得
る
。
図
様
の
類
似
に
従
え
ば
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
は
、
本
来
《
花
ざ
か
り
》
と
名
付
け
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
鏑
木
清
方
編
『
日
本
風
俗
畫
大
成
』
お
よ
び
神
崎
憲
一
著
『
京
都
に
於
け
る
日
本
畫
史
』
は
昭
和
四
年
に
発
行
さ
れ
、
と
も
に
現
在
京
都
市
美
術
館
所
蔵
の
一
作
品
《
人
生
の
花
》（
図
４
）
の
図
版
を
掲
載
す
る
。
両
書
の
作
品
名
の
表
記
、
解
説
に
注
目
し
た
い
。
人
生
の
花
（
市
田
彌
一
郎
氏
蔵
）
上
村
松
園
（
明
治
三
十
四
年
作
）22
「
花
ざ
か
り
」
は
今
何
處
に
あ
る
や
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
「
人
生
の
花
」
は
同
じ
草
稿
に
依
つ
て
そ
の
後
作
ら
れ
た
も
の
と
思
は
る
ゝ
、「
花
ざ
か
り
」
の
時
の
振
袖
の
紋
は
扇
の
打
ち
違
へ
で
あ
つ
た
。23
花
ざ
か
り
上
村
松
園
（
マ
マ
）
明
治
三
十
三
年
、
二
十
七
歳
の
作
。
日
本
美
術
院
第
五
回
展
覽
會
出
品
と
同
圖
題
で
、
殆
ん
ど
同
時
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
が
本
圖
で
あ
る
が
、
閨
秀
作
家
に
此
人
あ
り
、
と
東
都
畫
壇
を
側
目
せ
し
め
た
飛
躍
作
で
、
當
年
院
の
大
家
連
を
さ
へ
後
へ
に
瞠
若
た
ら
し
め
た
評
判
作
で
あ
る
。24
『
日
本
風
俗
畫
大
成
』
は
今
日
と
同
様
に
「
人
生
の
花
」
と
表
記
す
る
一
方
、『
京
都
に
於
け
る
日
本
畫
史
』
は
「
花
ざ
か
り
」
と
記
し
、
昭
和
初
期
の
時
点
で
既
に
題
名
の
混
同
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
両
書
と
も
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
を
《
花
ざ
か
り
》
の
類
似
作
品
と
と
ら
え
、《
花
ざ
か
り
》
と
同
時
期
す
な
わ
ち
明
治
三
三
年
、
ま
た
は
そ
の
翌
年
の
制
作
と
判
断
す
る
点
は
一
理
あ
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
三
九
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
《
花
ざ
か
り
》
が
明
治
三
三
年
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
に
出
品
さ
れ
る
以
前
に
、
花
嫁
と
母
親
の
図
様
を
持
つ
作
品
を
松
園
が
制
作
し
、
展
覧
会
出
品
し
た
記
録
は
現
時
点
で
確
認
さ
れ
な
い
。
既
述
の
よ
う
に
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
を
、
展
覧
会
出
品
画
で
な
い
と
解
釈
す
れ
ば
、
聊
か
短
絡
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
依
頼
に
応
じ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
に
思
い
至
る
。
依
頼
画
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
展
覧
会
出
品
画
と
し
て
公
的
に
発
表
さ
れ
た
作
品
が
評
判
を
得
た
結
果
、
同
図
様
の
作
品
制
作
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
過
程
が
自
ず
と
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
《
花
ざ
か
り
》
発
表
当
時
の
好
評
は
既
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
話
題
を
集
め
た
《
花
ざ
か
り
》
と
同
様
の
作
品
の
需
要
に
応
じ
、
制
作
さ
れ
た
の
が
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
《
花
ざ
か
り
》
の
発
表
以
降
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
提
起
し
た
い
25
。
こ
の
よ
う
に
、
制
作
時
期
を
若
干
で
は
あ
る
が
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
疑
問
と
さ
れ
て
き
た
作
品
制
作
年
と
落
款
、
印
章
の
記
入
時
期
と
の
年
代
齟
齬
も
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
明
治
三
二
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
落
款
、
印
章
を
作
品
完
成
か
ら
時
間
を
経
て
記
入
さ
れ
た
と
す
る
説
は
成
り
立
つ
。
し
か
し
明
治
三
二
年
制
作
の
根
拠
は
現
状
で
は
無
い
に
等
し
い
。
現
存
作
品
が
依
頼
画
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
す
る
な
ら
、
特
定
の
画
家
に
、
恐
ら
く
特
定
の
画
題
で
制
作
依
頼
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
落
款
、
印
章
が
未
記
入
の
作
品
を
依
頼
主
は
受
領
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
依
頼
主
に
と
っ
て
は
、
画
家
の
制
作
を
証
明
す
る
落
款
、
印
章
が
記
入
さ
れ
て
こ
そ
、
完
成
作
品
と
し
て
初
め
て
所
蔵
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
印
章
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
明
治
三
四
年
の
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
彫
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
26
。
落
款
の
印
刻
時
期
を
基
準
と
す
れ
ば
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
制
作
は
明
治
三
四
年
九
月
以
降
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
〇
五
《
人
生
之
花
》
か
ら
《
花
ざ
か
り
》
へ
│
│
新
図
様
考
案
の
背
景
次
に
引
用
す
る
の
は
、
松
園
自
身
が
《
花
ざ
か
り
》
の
制
作
を
回
想
し
た
一
節
で
あ
る
。
晩
年
も
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
お
い
て
も
な
お
《
花
ざ
か
り
》
は
彼
女
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
画
期
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
『
花
ざ
か
り
』
は
私
の
二
十
六
歳
の
と
き
の
作
品
で
、
私
の
畫
業
の
一
つ
の
時
期
を
劃
し
た
作
品
と
言
つ
て
い
ゝ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
（
略
）
私
は
、
い
ろ
 

と
着
つ
け
を
し
て
貰
つ
て
ゐ
る
花
嫁
の
、
恥
か
し
い
中
に
嬉
し
さ
を
こ
め
て
、
自
分
の
躰
を
そ
れ
等
親
類
の
女
達
に
ま
か
せ
て
ゐ
る
姿
を
み
て
、
全
く
こ
れ
は
人
生
の
花
ざ
か
り
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
日
の
光
景
を
繪
絹
の
上
へ
移
し
た
の
で
す
が
、
華
や
か
な
婚
禮
の
式
場
へ
の
ぞ
ま
う
と
す
る
花
嫁
の
恥
か
し
い
不
安
な
顔
と
、
附
添
ふ
母
親
の
責
任
感
の
つ
よ
く
現
は
れ
た
緊
張
の
瞬
間
を
と
ら
へ
た
そ
の
繪
は
│
明
治
三
十
三
年
の
日
本
美
術
院
展
覽
會
に
意
外
の
好
評
を
博
し
、
こ
の
畫
は
當
時
の
大
家
の
中
に
ま
じ
つ
て
銀
牌
三
席
と
い
ふ
榮
譽
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
略
）『
花
ざ
か
り
』
は
私
の
青
春
の
夢
を
こ
の
繪
の
中
に
託
し
た
も
の
で
、
私
に
と
つ
て
終
生
忘
れ
得
ら
れ
ぬ
一
作
で
あ
り
ま
す
。27
こ
こ
で
は
、
花
嫁
の
着
付
け
姿
を
身
近
に
見
る
機
会
を
持
ち
、
人
生
の
花
ざ
か
り
で
あ
る
と
感
じ
た
旨
は
述
べ
ら
れ
る
が
、
花
嫁
の
着
付
け
を
絵
画
化
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
の
制
作
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
言
及
さ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
「
花
嫁
の
恥
か
し
い
不
安
な
顔
と
、
附
添
ふ
母
親
の
責
任
感
の
つ
よ
く
現
は
れ
た
緊
張
の
瞬
間
」
を
描
く
《
花
ざ
か
り
》
が
松
園
の
自
信
作
で
あ
り
、
婚
礼
に
取
材
し
た
作
品
は
《
花
ざ
か
り
》
の
み
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
受
け
る
。
最
も
、
出
品
者
が
ほ
ぼ
京
都
の
画
家
に
限
ら
れ
た
新
古
美
術
品
展
覧
会
に
対
し
、
東
西
の
画
家
が
出
品
し
、
よ
り
大
規
模
で
あ
っ
た
と
言
え
る
日
本
絵
画
協
会
お
よ
び
日
本
美
術
院
の
連
合
絵
画
共
進
会
で
の
受
賞
を
名
誉
に
感
じ
る
の
は
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
同
じ
く
婚
礼
に
着
想
を
得
た
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
《
人
生
之
花
》
と
、
花
嫁
と
母
親
の
対
照
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
一
的
な
姿
を
と
ら
え
た
《
花
ざ
か
り
》
を
、
松
園
は
意
識
的
に
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。《
人
生
之
花
》
は
《
花
ざ
か
り
》
の
成
功
の
陰
に
隠
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
《
人
生
之
花
》
も
、
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
当
時
の
新
聞
批
評
記
事
を
見
る
限
り
は
好
評
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
同
展
覧
会
に
お
い
て
は
絵
画
作
品
の
最
高
賞
で
あ
る
三
等
賞
銅
牌
を
、
先
輩
画
家
に
当
た
る
菊
池
芳
文
、
田
能
村
直
入
に
次
い
で
受
賞
し
て
い
る
28
。
さ
ら
に
「
人
生
の
花
」
の
画
題
で
制
作
依
頼
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
松
園
が
認
め
た
書
簡
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
以
下
の
引
用
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
さ
て
兼
々
御
依
頼
の
裸
体
美
人
本
日
出
来
致
し
候
ニ
付
、
明
廿
五
日
小
包
に
て
必
ら
ず
御
送
附
可
申
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
候
。
猶
過
日
御
高
嘱
の
人
生
の
花
図
も
同
時
ニ
御
送
り
可
申
と
存
じ
候
へ
共
、
彼
是
認
免
毛
の
相
重
り
、
何
連
来
春
ニ
ハ
繰
合
セ
早
々
揮
毫
可
致
候
間
、
此
段
あ
し
か
ら
ず
御
承
引
被
下
度
候
。29
明
治
三
三
年
一
二
月
二
四
日
付
の
こ
の
葉
書
は
、
兼
ね
て
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
「
人
生
の
花
図
」
が
未
だ
仕
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
詫
び
、
翌
明
治
三
四
年
の
春
に
は
完
成
さ
せ
る
見
込
み
で
あ
る
旨
を
伝
え
る
。
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
松
園
が
「
人
生
の
花
図
」
の
制
作
依
頼
を
受
け
た
の
か
、
図
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
文
面
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
依
頼
者
は
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
を
念
頭
に
、
着
付
け
を
す
る
花
嫁
の
図
様
の
作
品
を
、
当
初
は
求
め
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
葉
書
の
日
付
を
わ
ず
か
二
週
間
余
り
遡
る
明
治
三
三
年
一
二
月
八
日
、《
花
ざ
か
り
》
が
出
品
さ
れ
て
い
た
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
が
閉
幕
し
て
お
り
、
花
嫁
と
母
親
を
描
く
図
様
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
「
花
ざ
か
り
」
の
画
題
で
制
作
依
頼
を
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
《
花
ざ
か
り
》
と
ほ
ぼ
類
似
し
た
図
様
の
作
品
《
人
生
の
花
》
は
複
数
点
現
存
す
る
が
、
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
《
人
生
之
花
》
と
類
似
す
る
同
名
作
品
は
現
存
が
確
認
さ
れ
な
い
。《
よ
そ
ほ
い
》
は
確
か
に
同
主
題
に
基
づ
く
制
作
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
見
し
て
花
嫁
を
描
く
と
は
断
定
で
き
な
い
上
、
題
名
が
異
な
る
。《
花
ざ
か
り
》
の
よ
う
に
《
人
生
之
花
》
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
二
も
類
似
作
品
は
制
作
さ
れ
た
が
現
存
し
な
い
の
か
、
そ
も
そ
も
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
、《
人
生
之
花
》
の
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
後
、
花
嫁
の
着
付
け
を
題
材
と
す
る
作
品
が
、
複
数
の
他
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
い
。
明
治
三
三
年
第
六
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
に
、
洋
画
家
の
伊
藤
快
彦
（
一
八
六
七
│
一
九
四
二
）
は
《
花
嫁
》
と
題
す
る
作
品
を
出
品
し
て
い
る
30
。
作
品
は
現
存
不
明
だ
が
、
展
覧
会
出
品
当
時
の
新
聞
批
評
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
伊
藤
快
彦
氏
花
嫁
圖
、
二
八
の
處
女
頭
飾
既
に
成
り
、
式
服
亦
身
に
就
き
て
僅
か
に
帯
の
上
締
を
な
さ
ん
と
す
、
介
添
の
婦
人
其
上
（
マ
マ
）
締
を
探
り
て
之
を
締
む
る
、
花
嫁
は
正
面
を
向
き
介
添
は
背
部
を
見
せ
た
り
、
去
年
上
村
松
園
女
史
の
艶
筆
に
て
人
世
の
花
と
題
せ
る
此
圖
あ
り
き
、
彼
の
處
女
は
横
面
た
り
き
、（
略
）
唯
昨
年
に
し
て
之
を
見
又
た
今
年
に
し
て
之
を
見
る
の
難
た
き
に
あ
ら
ず
、
（
マ
マ
）
乃
は
ち
踏
襲
を
枇
は
あ
れ
ど
も
和
洋
の
繪
畫
中
尤
と
も
人
目
を
惹
け
る
も
の
た
り
31
花
嫁
の
圖
伊
藤
快
彦
こ
れ
ハ
前
年
上
村
松
園
女
史
が
、「
人
生
の
花
」
と
題
し
描
い
た
同
圖
か
ら
着
想
し
て
、
多
少
變
化
し
た
も
の
ゝ
如
く
、
此
点
で
第
一
世
評
が
香
ば
し
く
な
い
。（
略
）
伊
藤
氏
に
し
て
、
松
園
女
史
の
着
想
を
踏
襲
す
る
な
ど
ゝ
ハ
甚
だ
惜
む
べ
き
こ
と
で
、
よ
し
此
畫
が
女
史
の
作
品
に
駕
し
た
處
が
、
名
誉
の
一
二
分
ハ
た
し
か
に
殺
れ
る
の
で
あ
る
の
に
、
況
し
て
遺
憾
な
が
ら
、
作
品
も
女
史
の
上
と
ハ
い
へ
ぬ
、
か
ゝ
る
こ
と
ハ
今
後
注
意
し
て
貰
ひ
た
い
。
然
し
洋
畫
陳
列
中
で
ハ
、
第
一
眼
に
つ
く
呼
物
で
あ
る
。32
花
嫁
が
正
面
を
向
く
点
は
異
な
る
よ
う
だ
が
、
晴
着
の
帯
の
仕
上
げ
を
す
る
主
題
自
体
が
、
松
園
画
の
剽
窃
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
へ
の
出
品
か
ら
一
年
を
経
た
時
点
に
お
い
て
も
な
お
、《
人
生
之
花
》
が
鮮
明
に
記
憶
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
も
言
え
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
明
治
三
三
年
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
、
す
な
わ
ち
松
園
画
《
花
ざ
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
三
か
り
》
が
高
評
価
を
受
け
た
ま
さ
に
同
じ
展
覧
会
へ
の
出
品
画
、《
婦
人
》（
図
１０
）
と
題
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
作
者
の
今
泉
梅
渓
（
一
八
六
九
│
没
年
未
詳
）
は
竹
内
栖
鳳
（
一
八
六
四
│
一
九
四
二
）
に
師
事
し
て
お
り
33
、
松
園
と
兄
弟
弟
子
の
関
係
に
あ
っ
た
は
ず
の
画
家
で
あ
る
。
《
婦
人
》
も
ま
た
現
存
不
明
だ
が
、
出
品
当
時
の
写
真
図
版
か
ら
知
ら
れ
る
そ
の
図
様
は
、
明
治
三
二
年
の
資
料
を
も
と
に
推
察
を
試
み
た
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
を
奇
し
く
も
彷
彿
さ
せ
る
。《
人
生
之
花
》
を
模
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
簡
略
な
図
版
「
人
生
の
花
」
と
は
、
実
に
瓜
二
つ
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
類
似
を
示
す
。
現
在
、
梅
渓
が
栖
鳳
門
下
で
あ
っ
た
時
期
を
特
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
同
門
画
家
と
い
う
関
係
が
あ
る
以
上
、
梅
渓
が
松
園
画
を
実
際
に
目
に
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
制
作
年
順
に
従
え
ば
、
松
園
画
《
人
生
之
花
》
が
先
行
し
て
描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。《
婦
人
》
に
は
、
鏡
台
の
底
部
に
架
け
渡
さ
れ
る
は
ず
の
緒
が
描
か
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
点
を
は
じ
め
、
簡
略
化
さ
れ
た
描
写
が
疑
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
注
意
力
の
欠
如
は
模
作
で
こ
そ
起
こ
り
得
る
と
思
わ
れ
、《
婦
人
》
は
《
人
生
之
花
》
を
模
倣
し
た
作
品
と
解
釈
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
直
接
の
関
連
性
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
同
じ
く
明
治
三
三
年
に
は
、
白
瀧
幾
之
助
（
一
八
七
三
│
一
九
六
〇
）
に
よ
る
洋
画
《
花
嫁
》
が
白
馬
会
第
五
回
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
34
。
画
家
自
身
の
手
に
な
る
出
品
画
《
花
嫁
》
の
縮
図
（
図
１１
）
が
示
す
よ
う
に
、
鏡
台
に
向
か
い
身
支
度
を
整
え
つ
つ
あ
る
様
子
の
花
嫁
が
主
題
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
松
園
画
《
人
生
之
花
》
が
明
治
三
二
年
に
展
覧
会
出
品
さ
れ
て
以
降
、
花
嫁
の
着
付
け
に
取
材
し
た
作
品
が
他
画
家
に
よ
っ
て
相
次
い
で
制
作
さ
れ
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
。
伊
藤
快
彦
画
お
よ
び
今
泉
梅
渓
画
に
つ
い
て
は
、《
人
生
之
花
》
を
参
考
に
描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
い
。
確
か
に
一
面
で
は
《
人
生
之
花
》
に
お
け
る
花
嫁
の
着
付
け
姿
は
、
他
画
家
に
模
倣
を
促
す
ま
で
に
魅
図 10 今泉梅渓《婦人》
「日本美術」第 24号
（明治 33年 11月）掲載図版
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
四
力
的
な
、
強
い
印
象
を
与
え
た
題
材
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
が
、
先
に
引
用
し
た
伊
藤
快
彦
画
へ
の
批
評
記
事
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
松
園
画
の
類
似
作
品
は
、
単
刀
直
入
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
現
代
で
は
盗
作
と
も
見
な
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
松
園
自
身
も
、
自
作
が
他
画
家
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
る
こ
と
を
快
く
感
じ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
三
九
年
、
京
都
で
は
「
人
生
の
花
」
の
題
名
で
、
人
物
を
撮
影
し
た
写
真
（
図
１２
）
が
新
聞
紙
面
で
紹
介
さ
れ
る
35
こ
と
も
看
過
し
難
い
。
写
真
は
今
し
が
た
着
付
け
を
終
え
た
ば
か
り
の
花
嫁
と
、
花
嫁
を
惚
れ
惚
れ
と
見
上
げ
る
か
の
よ
う
な
様
子
の
女
性
を
と
ら
え
る
。
写
真
が
伝
え
る
場
面
は
、
着
付
け
が
未
完
成
の
時
点
を
描
く
と
推
察
さ
れ
る
松
園
画
《
人
生
之
花
》
と
は
若
干
異
な
る
に
せ
よ
、
題
名
は
も
と
よ
り
二
人
の
人
物
の
位
置
関
係
は
自
ず
と
松
園
画
を
思
わ
せ
る
。
当
初
、
松
園
が
《
人
生
之
花
》
と
題
し
て
発
表
し
た
図
様
が
、
他
者
に
よ
る
変
更
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
松
園
の
手
元
を
離
れ
、
世
間
で
共
有
さ
れ
る
も
の
と
な
る
過
程
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
《
人
生
之
花
》
の
展
覧
会
発
表
後
、
再
び
婚
礼
に
取
材
し
た
作
品
《
花
ざ
か
り
》
の
制
作
へ
と
松
園
を
導
い
た
図 11 白瀧幾之助《花嫁》
（作者による縮図）「二六新報」
明治 33年 10月 29日 掲載図版
図 12 「人生の花 京都冩眞協會員
今尾掬翠氏撮影」
「京都日出新聞」
明治 39年 3月 27日掲載
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
五
の
は
、
後
年
、
自
身
が
回
想
す
る
よ
う
に
、
単
に
花
嫁
と
母
親
の
対
照
的
な
姿
を
絵
画
化
し
た
い
と
い
う
願
望
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
花
嫁
と
母
親
の
道
行
を
描
く
《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
を
新
た
に
考
案
し
、
展
覧
会
出
品
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
婚
礼
と
い
う
主
題
に
着
目
し
て
作
画
を
試
み
た
自
ら
の
個
性
を
、
改
め
て
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
模
倣
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
結
果
、
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
図
様
が
松
園
個
人
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、《
人
生
之
花
》
と
類
似
し
た
同
名
作
品
を
、
松
園
が
あ
え
て
制
作
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
松
園
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
依
頼
画
「
人
生
の
花
図
」
が
無
事
完
成
さ
れ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
当
初
は
着
付
け
姿
の
花
嫁
の
画
題
で
依
頼
さ
れ
た
作
品
を
、
松
園
は
制
作
段
階
で
《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
に
置
き
換
え
た
。
そ
の
結
果
《
花
ざ
か
り
》
と
類
似
し
た
現
存
作
品
が
《
人
生
の
花
》
と
し
て
伝
来
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
完
成
当
初
よ
り
こ
の
題
名
で
あ
っ
た
か
を
含
め
36
検
証
さ
れ
る
べ
き
点
は
多
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
推
測
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
花
嫁
の
着
付
け
姿
よ
り
も
、
花
嫁
と
母
親
の
対
照
的
な
姿
を
描
く
こ
と
に
松
園
が
よ
り
一
層
、
愛
着
を
抱
い
て
い
た
点
は
強
調
し
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
は
異
な
る
図
様
を
持
つ
、
花
嫁
と
母
親
を
描
い
た
下
絵
も
伝
存
す
る
（
図
１３
）。
こ
の
下
絵
の
本
画
は
現
在
知
ら
れ
な
い
。
下
絵
に
一
致
す
る
図
様
で
は
な
い
が
、
花
嫁
と
母
親
を
正
面
か
ら
の
視
点
で
と
ら
え
る
と
こ
ろ
が
共
通
す
る
作
例
を
挙
げ
よ
う
。
《
母
》（
図
１４
）
お
よ
び
《
花
嫁
》（
図
１５
）
と
題
さ
れ
た
作
品
は
、
今
日
独
立
し
た
作
品
と
し
て
個
別
に
所
蔵
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
来
は
対
幅
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
画
面
寸
法
、
画
面
を
占
め
図 16 《花嫁雙幅》
「當市新町藤木萬助氏所蔵品」
（大正 4年 7月）掲載図版
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
六
る
人
物
の
大
き
さ
の
近
似
に
加
え
、
大
正
四
年
に
京
都
美
術
倶
楽
部
で
催
さ
れ
た
売
立
の
目
録
37
に
、
両
者
と
同
一
と
思
わ
れ
る
作
品
が
「
花
嫁
雙
幅
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
（
図
１６
）
こ
と
が
根
拠
と
な
る
。
花
嫁
の
や
や
前
か
が
み
の
姿
勢
、
ほ
ぼ
正
面
を
向
く
母
親
の
す
ら
り
と
し
た
立
姿
は
、《
花
ざ
か
り
》
の
主
題
を
源
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
よ
う
。
お
わ
り
に
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
は
出
品
当
時
の
資
料
に
よ
っ
て
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
作
品
で
あ
り
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
は
図
様
を
異
に
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
は
、
図
様
の
点
で
明
治
三
三
年
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
出
品
画
《
花
ざ
か
り
》
に
近
く
、《
花
ざ
か
り
》
制
作
後
、
つ
ま
り
従
来
の
制
作
年
よ
り
も
後
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
本
来
な
ら
《
花
ざ
か
り
》
と
名
付
け
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
、
今
日
の
題
名
で
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
推
論
を
試
み
た
。《
人
生
之
花
》
で
は
な
く
《
花
ざ
か
り
》
を
高
く
評
価
す
る
松
園
の
見
解
に
は
、《
人
生
之
花
》
を
模
倣
し
た
と
も
見
な
し
得
る
作
品
が
他
画
家
に
よ
っ
て
相
次
い
で
制
作
さ
れ
て
い
る
事
実
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。《
人
生
之
花
》
の
模
作
と
も
見
な
せ
る
制
作
例
は
、
明
治
三
〇
年
代
前
半
の
京
都
画
壇
で
、
絵
画
作
品
に
お
け
る
画
家
の
個
性
が
ど
の
程
度
尊
重
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
を
惹
起
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
《
人
生
之
花
》
は
花
嫁
の
着
付
け
が
仕
上
が
る
直
前
を
描
き
、《
花
ざ
か
り
》
は
式
場
へ
向
か
う
花
嫁
と
母
親
を
描
く
。
両
作
品
は
、
婚
礼
と
い
う
晴
れ
の
日
の
時
間
的
な
推
移
を
描
い
た
連
作
と
も
考
え
ら
れ
る
点
で
も
興
味
深
い
。
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
各
々
の
制
作
時
期
や
制
作
の
経
緯
、
描
写
内
容
の
差
異
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。《
人
生
之
花
》、《
花
ざ
か
り
》、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
い
う
数
々
の
婚
礼
に
取
材
し
た
作
品
群
が
、
松
園
の
画
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
、
近
代
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
七
の
日
本
画
史
に
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
遺
し
た
と
言
え
る
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
新
た
に
考
察
し
た
い
。
註⑴
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
を
主
催
し
た
京
都
美
術
協
会
発
行
の
「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
八
三
号
（
明
治
三
二
年
五
月
）
に
同
展
出
品
目
録
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
表
記
に
従
い
、
本
稿
で
は
松
園
の
同
展
出
品
画
を
《
人
生
之
花
》
と
記
す
。
三
点
が
現
存
す
る
同
名
作
品
《
人
生
の
花
》
と
区
別
す
る
た
め
に
も
こ
の
表
記
を
採
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
。
⑵
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
と
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
図
様
が
異
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
上
村
松
園
の
初
期
作
品
《
花
ざ
か
り
》
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（「
美
学
論
究
」
第
二
五
編
関
西
学
院
大
学
文
学
部
美
学
研
究
室
平
成
二
二
年
三
月
）
で
既
に
指
摘
し
た
。
⑶
松
園
が
没
し
て
か
ら
約
半
年
後
の
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
二
月
開
催
の
「
上
村
松
園
と
そ
の
藝
術
展
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
は
、
名
都
美
術
館
所
蔵
作
品
《
人
生
の
花
》
を
出
品
画
と
紹
介
す
る
早
い
例
だ
ろ
う
。
上
村
松
篁
校
閲
・
神
崎
憲
一
解
説
『
上
村
松
園
と
そ
の
藝
術
展
│
作
品
と
解
説
│
』（
昭
和
二
五
年
二
月
）
は
同
作
品
図
版
を
掲
載
し
つ
つ
「
同
一
題
材
で
「
花
ざ
か
り
」
は
東
京
の
前
期
美
術
院
に
出
品
さ
れ
て
抜
擢
さ
れ
た
が
、
そ
の
試
作
的
に
京
都
の
展
覧
會
に
出
た
の
が
こ
の
作
だ
」
と
解
説
す
る
。「
上
村
松
園
と
そ
の
藝
術
展
」
の
記
念
図
録
と
し
て
発
行
さ
れ
た
上
村
信
太
郎
編
『
松
園
作
品
集
』（
昭
和
二
五
年
五
月
）
も
、
同
作
品
を
「
明
治
三
十
二
年
（
廿
五
才
作
）
京
都
新
古
美
術
品
展
出
品
（
三
等
賞
）」
と
記
す
。
な
お
、
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
一
点
が
出
品
画
と
表
記
さ
れ
始
め
る
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
新
た
に
検
討
し
て
い
る
。
⑷
三
点
の
《
人
生
の
花
》
の
う
ち
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
一
点
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
み
の
展
示
、
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
他
の
一
点
は
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
み
の
展
示
、
つ
ま
り
各
会
場
二
作
品
ず
つ
の
展
示
で
あ
っ
た
た
め
、
三
点
が
同
時
に
展
観
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
⑸
尾
﨑
眞
人
「
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》」「
京
都
市
美
術
館
年
報
平
成
二
〇
年
度
」
平
成
二
二
年
三
月
八
〇
│
八
一
頁
⑹
尾
﨑
眞
人
「
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》」（
同
前
）
八
二
頁
な
お
、《
人
生
の
花
》
の
図
様
が
源
泉
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
新
聞
広
告
や
マ
ッ
チ
箱
ラ
ベ
ル
、
双
六
は
、
京
都
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
第
二
期
「
作
家
の
一
言
／
見
者
の
一
見
、
美
術
館
で
の
一
会
」（
平
成
二
一
年
七
月
一
一
日
│
一
〇
月
一
一
日
）
で
展
示
さ
れ
た
。
⑺
尾
﨑
眞
人
「
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》」（
同
前
）
八
三
頁
⑻
平
野
重
光
「
印
章
」『
上
村
松
園
画
集
』
図
版
編
京
都
新
聞
社
平
成
元
年
二
五
三
頁
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
八
⑼中
村
麗
子
「
上
村
松
園
の
作
品
に
お
け
る
落
款
に
つ
い
て
」「
東
京
国
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
」
第
一
六
号
二
〇
一
二
年
六
│
二
九
頁
⑽
「
新
古
美
術
品
展
覽
會
の
出
品
」「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
八
三
号
明
治
三
二
年
五
月
三
一
頁
⑾
「
新
古
美
術
品
展
覽
會
褒
賞
」「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
八
四
号
明
治
三
二
年
六
月
三
一
頁
こ
の
文
献
で
は
松
園
の
受
賞
作
品
は
「
人
物
図
」
と
記
さ
れ
「
人
生
之
花
」
と
明
記
さ
れ
な
い
。
現
段
階
で
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
へ
の
松
園
の
出
品
画
は
一
点
し
か
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
受
賞
作
品
は
《
人
生
之
花
》
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
⑿
一
味
平
等
居
士
「
岡
崎
の
美
術
館
（
續
四
）」「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
二
年
四
月
三
〇
日
四
面
⒀
芍
紅
園
主
人
「
京
都
に
於
け
る
新
古
美
術
展
覽
會
（
七
）」「
読
売
新
聞
」
明
治
三
二
年
四
月
二
〇
日
三
面
⒁
「
月
曜
附
録
」「
読
売
新
聞
」（
別
刷
）
明
治
三
二
年
八
月
七
日
五
面
⒂
「
明
治
廿
九
年
秋
季
美
術
展
覽
會
出
品
目
録
上
新
畫
の
部
」
三
一
頁
﹇
青
木
茂
監
修
「
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
０１９
日
本
美
術
協
会
第
四
巻
」（
ゆ
ま
に
書
房
平
成
一
三
年
）
所
収
﹈
明
治
二
九
年
日
本
美
術
協
会
秋
季
美
術
展
覧
会
出
品
画
《
婦
人
愛
児
図
》
に
つ
い
て
は
、
金
子
堅
太
郎
氏
の
所
蔵
と
な
り
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
時
に
焼
失
し
た
が
、
同
氏
の
依
頼
に
応
じ
て
昭
和
一
五
年
頃
に
松
園
が
再
制
作
を
行
っ
た
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
（
石
川
宰
三
郎
「
松
園
女
史
の
業
績
と
そ
の
氣
魄
」「
美
之
國
」
第
一
九
四
号
昭
和
一
六
年
一
六
頁
）。
⒃
「
臨
時
増
刊
日
本
美
術
畫
報
」（
明
治
三
一
年
二
月
）
は
、
褒
状
一
等
を
受
賞
し
た
作
品
と
し
て
《
婦
人
愛
児
図
》
を
掲
載
す
る
。
同
誌
の
緒
言
に
よ
る
と
、
雑
誌
の
発
行
が
遅
れ
た
た
め
、
過
去
の
日
本
美
術
協
会
展
覧
会
出
品
画
を
繰
り
合
わ
せ
紹
介
す
る
増
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
情
を
考
慮
し
、
明
治
二
九
年
日
本
美
術
協
会
秋
季
美
術
展
覧
会
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
た
時
点
で
の
図
版
で
は
あ
る
が
、
同
展
出
品
画
《
婦
人
愛
児
図
》
を
撮
影
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
⒄
「
作
品
解
説
」『
上
村
松
園
画
集
』
解
説
編
京
都
新
聞
社
平
成
元
年
六
五
頁
⒅
《
花
ざ
か
り
》
に
対
す
る
批
評
記
事
内
容
の
考
察
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
前
掲
註
⑵
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
⒆
無
聲
詩
囚
「
第
九
回
繪
畫
共
進
會
評
判
（
續
）」「
中
央
新
聞
」
明
治
三
三
年
一
一
月
一
〇
日
一
面
⒇
▲
▲
生
「
觀
畫
漫
評
㈠
」「
都
新
聞
」
明
治
三
三
年
一
一
月
二
一
日
五
面
21
「
中
央
新
聞
」（
前
掲
註
⒆
）
は
批
評
記
事
と
と
も
に
粗
雑
な
筆
致
な
が
ら
も
模
写
図
を
掲
載
す
る
。「
読
売
新
聞
」（
明
治
三
三
年
一
一
月
一
九
日
付
録
一
面
）
も
「
花
ざ
か
り
第
九
回
繪
畫
共
進
會
出
品
上
村
松
園
女
筆
」
の
明
記
を
伴
う
模
写
図
を
掲
載
す
る
。
22
鏑
木
清
方
編
『
日
本
風
俗
畫
大
成
第
八
明
治
時
代
』「
日
本
風
俗
畫
大
成
明
治
時
代
目
次
」
中
央
美
術
社
昭
和
四
年
四
頁
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
九
23鏑
木
清
方
編
『
日
本
風
俗
畫
大
成
第
八
明
治
時
代
』（
同
前
）
二
〇
頁
24
神
崎
憲
一
『
京
都
に
於
け
る
日
本
畫
史
』
京
都
精
版
印
刷
社
昭
和
四
年
二
〇
頁
引
用
文
中
の
「
日
本
美
術
院
第
五
回
展
覽
會
」
は
「
日
本
美
術
院
第
四
回
展
覽
會
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
25
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
依
頼
制
作
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
含
め
、
制
作
年
代
、
制
作
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
細
を
提
示
で
き
る
よ
う
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
深
め
た
い
。
26
前
掲
註
⑻
に
同
じ
。
27
「
作
畫
に
つ
い
て
」
上
村
松
園
談
・
中
村
達
男
編
『
青
眉
抄
』
昭
和
一
八
年
六
合
書
院
一
四
一
│
一
四
五
頁
本
文
で
の
引
用
は
省
略
し
た
が
、
こ
の
回
想
で
は
知
人
の
婚
礼
支
度
を
手
伝
っ
た
経
験
か
ら
着
想
を
得
た
こ
と
、
花
嫁
や
母
親
を
ス
ケ
ッ
チ
し
そ
れ
を
制
作
に
活
か
し
た
旨
も
明
か
さ
れ
る
。
28
明
治
二
三
年
に
設
立
さ
れ
た
京
都
美
術
協
会
が
主
催
す
る
新
古
美
術
品
展
覧
会
は
、
当
代
作
家
に
よ
る
新
制
作
品
と
古
美
術
品
の
二
部
で
構
成
さ
れ
る
。
審
査
の
対
象
と
な
る
新
制
作
品
は
多
岐
に
わ
た
る
分
野
か
ら
出
品
さ
れ
、
第
五
回
展
で
は
絵
画
に
加
え
、
彫
刻
、
染
物
、
織
物
、
陶
磁
器
な
ど
お
よ
そ
十
項
の
出
品
区
分
が
設
け
ら
れ
た
。
29
「
下
郷
益
太
郎
氏
宛
は
が
き
」（
明
治
三
三
年
一
二
月
二
四
日
付
）『
上
村
松
園
画
集
』
図
版
編
（
同
前
）
二
四
二
頁
30
「
審
査
品
」「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
九
五
号
明
治
三
三
年
五
月
三
〇
頁
31
そ
ほ
づ
の
や
主
人
「
美
術
館
の
審
査
品
第
四
」「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
三
年
四
月
二
〇
日
四
面
32
芍
紅
園
主
人
「
京
都
新
古
美
術
展
覽
會
繪
畫
畧
評
（
九
）」「
読
売
新
聞
」
明
治
三
三
年
五
月
三
日
二
面
33
今
泉
梅
渓
は
名
古
屋
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
木
村
金
秋
に
土
佐
派
を
学
び
、
後
に
竹
内
栖
鳳
に
師
事
し
た
。
別
号
に
楳
渓
、
楳
啓
が
あ
る
。
明
治
三
五
年
に
名
古
屋
堀
詰
町
に
住
む
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栖
鳳
へ
の
入
門
は
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
が
、
栖
鳳
塾
内
で
の
松
園
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
具
体
的
な
師
事
期
間
を
現
在
調
査
中
で
あ
る
。
34
「
白
馬
會
第
五
回
展
覽
會
目
録
」﹇
青
木
茂
監
修
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
０１３
白
馬
会
第
一
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
平
成
一
三
年
）
所
収
﹈
35
「
人
生
の
花
京
都
冩
眞
協
會
員
今
尾
掬
翠
氏
撮
影
」「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
九
年
三
月
二
七
日
七
面
本
紙
面
で
「
掬
」
は
判
読
不
能
だ
が
、
他
の
資
料
よ
り
今
尾
掬
翠
の
名
前
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
36
次
の
京
都
市
美
術
館
発
行
の
文
献
は
、
同
館
所
蔵
作
品
《
人
生
の
花
》
の
題
名
表
記
は
共
箱
の
落
款
に
基
づ
く
と
す
る
。
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
五
〇
吉
中
充
代
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
人
生
の
花
・
２
点
」『
う
る
わ
し
の
京
都
い
と
し
の
美
術
館
』
展
覧
会
図
録
平
成
一
五
年
だ
が
そ
の
落
款
が
松
園
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
か
今
後
よ
り
詳
細
な
検
討
が
望
ま
し
い
。
37
『
當
市
新
町
藤
木
萬
助
氏
所
蔵
品
』（
大
正
四
年
七
月
三
日
開
催
の
売
立
目
録
）
五
頁
、
図
版
三
二
図
版
典
拠
図
３
、
４
、
５
、
７
『
上
村
松
園
展
』
図
録
（
日
本
経
済
新
聞
社
平
成
二
二
年
）
図
８
『
名
品
揃
物
浮
世
絵
４
歌
麿
Ⅱ
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
平
成
四
年
）
図
９
雲
村
俊
慥
『
豪
華
絵
巻
で
楽
し
む
大
奥
の
し
き
た
り
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
平
成
一
九
年
）
図
１３
『
日
本
画
素
描
大
観
二
上
村
松
園
』（
講
談
社
昭
和
五
八
年
）
図
１４
『
市
制
８０
周
年
記
念
展
上
村
松
園
と
鏑
木
清
方
』（
平
塚
市
美
術
館
平
成
二
四
年
）
図
１５
『
上
村
松
園
画
集
』（
京
都
新
聞
社
平
成
元
年
）
付
記本
稿
で
は
一
部
、
旧
字
体
を
改
め
新
字
体
を
用
い
た
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。
特
に
作
品
《
母
》《
花
嫁
》
に
関
し
て
は
、
平
塚
市
美
術
館
勝
山
滋
氏
に
貴
重
な
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
五
一
